
臥龍が圧は緑なり
松高同窓会東京支部会報

平成6年新春号

新潟県立村松高等学校同窓会東京支部  No.16



田田田田X田田田四%田四%田田田田田田田田四%X田田四%田X田謁%四%田田田田田田田田

村 松 の 忠 犬 タ マ

タ マ 公 物 語

驀ξ  tt ξ 作詞
かとう なるき 作曲

= 
タマという名は や さしい子猫 のようだけど

か しこい強い犬で した

なだれに埋 った飼 い主を 一生懸命掘 りた して

助 けた冬があ りま した

人の命を呼び返す タマの叫びが聞えてきます

それか ら二年 四人の命救おうと

またも なだれに体当り

足を血に染め一人ずつ 力のかぎり掘り出 して

助けた冬がありま した

小さな身篠火と燃やす タマの叫びが聞えて
きます

タマとい う名は 語 りつがれてほのばの と

この世に夢 を灯 します

今は忠大 タマ公と 新潟駅の鋼像 に

やさ しい姿 残 します

よい子の胸 に生きている タマの叫びが

聞えてきます
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村松町のタマ公は 雪崩がのんだ 飼 い主を

生常 なげだ し 掘 り起 し

二度目は四人のお じさんを 救 うか しこい

犬で した

話を聞 いた人達は 忠犬 と呼び タマ公が

語 りつかれてい くょうに

やさしい姿の銅像を 町の学校に建立 ました

渋谷の駅 はハチ公で 新潟駅 はタマ公で

心かよわす 姉妹駅

知 らない人には教えましょう

恩を返 した物語

良い子の胸にタマ公が 一緒 にな って

生 きてるよ

口もきかぬ し 動かない

銅像だけれ ど好 きなんだ みんな歌お う

タマの歌
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新潟駅新幹線構内にあるタマ公像説明板 村松公園内にあるタマ公像説明板

(表 紙写 真 につ いて )

村松 公園 内 にあ る タマ公像

台座 には題字揮 竃 ,村 松町長

(高 10回 鶴巻幹事撮影 )

茂野敏郎 , 像制作 ,林  昭三 とある

☆ ☆



新 しい年を迎 えるに当 り,謹んで,御祝詞を申 しあげ

ます。旧年中は皆様か ら大変お世話 になりました。又 ,

御協力 も頂きま した。あ りが たく御礼申 しあげます。

さて ,顧 りみれば 5年は
｀
と りの年 、 ,は じめか ら

｀
大 いに舞 い上る年、 ｀

飛翔 の年、 とか, さかんに喧伝

され,期 待 もされ た もので あ ったが ,仲 々 ど う して

｀
とんだ年、であ ったようだ。舞 い上 りすぎて地に落ち

た人 ,思惑が外れて ,シ ョボクレタ人 ,果ては気球 に乗

って何処ぞへ飛んで行 った人等々,其の他 ,脱税 ,ゼ ネ

コン,収賄 と枚挙 に1限のない くらい不祥事 もあ った。只

一つの朗報は皇太子の結婚 ぐらいか , しかもそれ も吾 々

にとっては高嶺の花のお祝 い事 で しかないとも云えよう,

そ して今年は成 の年 ,世間は何 と言 って この年を迎える

であろうか ,ま さか ,安産の年 とは言わぬだろうが「 ワ

ン」と暗 くか ,「 キャン」と喘 くか ,祈 りにも似た期待

を もって迎えるところである。

さて,会報の事だが ,編集するに当 り,何時 もの事な

が ら表紙写真の選択 には苦労する,今回は躊躇 な く犬の

写真を取 りあげる事 になった,忠犬 タマ公 (別掲 )か脳

裡 にあったか らである。私は残念乍 ら,大の鋼像 は上野

の西郷 さん ,渋谷のハチ公 ,そ して村松のタマ公 としか

知 らぬ。前二者は夙 に有名であるが ,私は中学の五年間 ,

タマ公の話は聞 いた事 も,教 わ った事 も無か った し,同

窓会に関与す るようにな ってか ら,始 めて知 ったわけで

ある。西郷 さんの大は只 ,散歩に連れ られていっただけ ,

ハチ公は還 らぬ飼主を毎 日,渋谷駅頭 に迎えに行 っただ

け。それだけの話な ら他にも,も っと多 くの美談がある

筈である。然 しタマ公は違 う。人の命を三度 に互 って助
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新年のこあいさつ

平 成 6年 , 茂年 に寄 せて

東京支部長 佐 伯 益  ―

けている。

正に文句なしの忠犬であろう。

そこで私は思 う。

｀
忠孝、という言葉は,今はもうすっかり廃れてしまっ

ているのであろうか。 ｀
孝、はまたしも 忠`、はもう死

語に近い。忠臣大楠公の昔より忠臣蔵を経て,今次大戦

中の尽忠報国 ,忠義,忠誠 といろいろ取り沙汰 され ,強

制 もされて来たのであるが
｀
忠、を辞書で見ると,マ ゴ

コロ,マ メヤカ,人 のために中心か ら働 くこと,君主又

は国家のために誠心を尽 くすこととある。従 って 忠`、

は 誠`、であり,犬の ｀
誠、が雪の中から人の命を救い

出 したのである。今の世で ｀
誠、がない筈はない。人生

すべからく
｀
誠、が一番大切なのではないか。雪の中か

ら必死になって主人を掘 り出そうとしたタマの心の中を

推量 したい。

さて最後になったが
,

同窓会東京支部では年々大会が盛大になり,組織 も強

固なものになって来ているっそ して集まる皆さんがホン

トに楽 しそうに,働 き,談笑 して下さるのである。これ

も幹事役員の皆さんが誠心誠意 ,尽 くして くれるからと

思 う。赤山会然 り,かんろく会然 り,他の同期会 とて夕1

外ではなかろう。そして,本年 も又,母校の活躍 ,同窓

会の発展を願い,お互いの健勝を祈 りながら会員の皆さ

んと一緒 に頑張 っていきたいと思う。

どうぞよろしくお願いいたしたい。

ふと,思 い出 した。冬の寒い朝,新 しく降り積 った雪

の上,腰をも、りもゝり忠孝と染 めた小学校 の時 の事 を。

新 年 お め で と う ご ざ い ま す 。

本 年 も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

平成六年元旦    新潟県立村松高等学校同窓会東京支部  役員一同
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第 36回 東京支部大会
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会場の都合によって約一ケ月遅 くなった東京支部の本

年度第36回 大会は七月二日,上野不忍池畔の池之端文化

センターで開催。

梅雨の時節で心配された雨もあがり,会員 122名 ,来
賓 6名 の合計 128名 が出席 ,広 い会場 も狭 く感 じる程の

大賑わいであった。大会はプログラム通 りに進行 ,型通

りの挨拶のあと,ジ ャンケンゲーム,小沢幸子さんの演

歌出演 ,会員及び津川高からの寄贈品の抽選会があり場

内は熱気が熱気をよび ,盛況その極に達 し歓を交える事 ,

約 3時間余 ,恒例の佐伯支部長の手締め,徳橋校長の万

才三唱で大会の幕を閉 じた。後は三々五々,二次会 ,同

期会 と次の会場へ移動 ,おそらく宴 は深更にまで及んだ

ことであろう。一幹事としての感想であるが大会出席者

が 120名 を超えると経費等に店酒己の要 も無 く,支部会計

も楽になると思 う。来年度は是非共 150名 位の方には出

席 してほしいと願 う。

「覇権をゆずることなかれ〃」

平成 5年 7月 3日 (土 )あ りがたいことに昨夜からの

雨もあがり,役員は午前中から大会準備に追われている。

午後 2時 ,大会出席者の出足は早 く,ロ ビーで賑やかに

談笑 している。定刻午後 3時 ,開 会 セ レモニーに続 き

「 S、 るさと」うさぎ追いし……の合唱,乾杯 ,余興,ゲ
ーム,抽 せん会と続 く中,本大会から,卒業期別の出席

者数が発表された。第 1位 ,高第 10回 17名 ,第 2位高 8

回16名 ,第 3位 ,第 12巨 112名 ,最多出席の栄誉に輝 いた

高10回生が壇上に上り佐伯支部長から表彰された。記念

撮影の直後 ,幹事の鶴巻浩君を10回生が胴上げするハプ

ニングが起 った。そ して校歌 ,応援歌と続き,盛会裡に

大会の幕を閉 じた。尚 ,今大会の案内状の中に「第何回

卒のお名前と電話番号 」を記 したメモを同封 した処 ,各
卒業期 ことの電話での誘い合いが活濃 に行われ,その結

果,多数の大会出席につながったことと思われる。

第 10回生は「覇権をゆずることなかれ Jで来年も又頑

張 って欲 しいし肉薄の高 8回 ,高 12回 ……各卒業期の諸

兄 ,諸姉 も尚一層の奮起を期待するものであるよ一幹事 )

飛び入りで尺八演奏の滝沢信喜さん
(高10回 )

乾杯音頭をとる水尾広吉先輩 (中 13回 卒)

畿継6o46El軒燎

出席者最多の高10回 生17名が佐伯支部長を囲んで……
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支 部 大 会 出 席 者 の 皆 さ ん
(敬称 ,略 )

ュン,飯利 幸 ,北村豊」枝 ,小島典子 ,寺山征子 ,真水

道子 ,浜田寛子,山下由起子 ,木村園子 ,上杉礼子 ,近

藤燦子 ,桑 原 トム,徳永道子,中島和子,松尾恵子,渡

辺厚子 ,小沢幸子

◎来賓の部 (6名 )

茂野敏郎 (本部同窓会長 )

徳橋時男 (学校長), 酒井重雄 (同 窓会担当教輸 )

渡辺貞夫 (津川高校同窓会関東支部長 )

赤城元男 (同幹事長),波田野亮一 (同幹事 )

◎男子88名 ,女子34名   計 122名

来賓 6名 合計 128名

◎大会のア トラクションとして抽銭用の物品寄付をお願

い致 しました処 ,多 くの方から景品が寄せ られました。

お蔭で大会が盛 り上りました。厚 く御礼申 しあげます。

(1, ジャンケンゲーム賞品 , 
｀
新発田の赤い酒、 3本

,

佐伯支部長 ,優勝者 3人 に。

{2)抽 銭用品 ,男子21名 ,女子 7名 ,計64ケ

寄贈者の氏名のみにて物品名は省略させて頂きます。

小田恕哉,中村倉吉 ,堀 哲二 ,武藤二郎,佐伯益一
,

松尾 貢 ,伊藤勇五 ,斉藤和男 ,岡 本和子,佐藤玲子 ,

小林早月,鈴木節子 ,篠川恒夫 ,関 孝世 ,渡辺八郎 ,

沢出lll允 ,佐久間英輛,塚 田 勝,関 和世,山崎輝雄 ,

堀 直昭 ,鶴巻 浩 ,田代信雄 ,鈴木健 nl,岡村嘉志 ,

真水道子 ,小島典子,小沢幸子。

津川高校同窓会 (清内一升及びク ッキー)

以  L

第36回 東京支部大会収支決算書

◎旧中の部 (28名 )

水尾広吉 ,小田恕哉 ,見方謙策 ,千代国一,佐久間精一
,

横松宏平 ,亀 lle 謙 ,中村倉吉 ,堀 哲二,芳原英男 ,

武藤二郎 ,伊藤秀男 ,佐伯益一,西山荘平 ,吉田公男 ,

松尾 貢 、相田幸四郎 ,岩 見益教 ,佐藤豊夫 ,関 建世 ,

笠原健二郎 ,伊藤勇五 ,加藤三代太,斉藤和男 ,中村雅

明 ,FEl八十一,平上 憲 ,高久貞夫

◎旧高女の部 (8名 )

岡本和子 ,佐藤玲子 ,鈴木節子 ,小林早月,一氏愛子 ,

原ヤス子 ,新保清子 ,佐野幸子

◎高校男子の部 (60名 )

青木 猛 ,篠川恒夫 ,杵渕政海 ,丸山貞次 ,堀川俊郎 ,

桜丼 貫 ,簗取止通 ,亀山知明 ,土田 猛,関 孝世 ,

瀬倉武志 ,根本俊夫 ,松田 博 ,渡辺八郎 ,今井道夫 ,

大島惣四郎 ,加藤清治 ,坂上卓夫,鈴木多喜男 ,杉山喬 ,

鶴巻統三,長谷川安志 ,岡村嘉志 ,鈴木健司 ,沢出赳允 ,

佐久間英輔 ,八木又一郎 ,加藤喜七,伊藤 頼 ,塚田勝 ,

佐藤匡秀,関 和也 ,高地 彰 ,鈴木輝雄 ,堀 直昭 ,

村木栄四郎 ,山崎輝雄 ,吉井 清 ,石黒四郎 ,鶴巻 浩 ,

関谷雄二,近藤尚志 ,小 日山芳栄 ,佐野俊夫 ,滝沢信喜 ,

新保 優 ,米山 正 ,寺山和夫,宮沢正由,安中啓作 ,

田代信雄 ,佐藤 赳 ,今丼英雄 、佐々木秀三,茂野本史 ,

木村安雄 ,武藤正昭 ,笠原静夫 ,山 田利栄 ,石井典雄 ぃ

◎高校女子の部 (26名 )

大嶋女ミ,佐藤八重 ,杉山和子 ,木村孝子,岡部ユキ
,

久我マキ,波田 ミサエ,山西愈佐子 、高瀬笑子 ,福 田ジ

し

平処 5年 7月 3日  於池之端文化センター

大 会 々 費

男子 9,000

@88名
女子 7,000

@34名
祝     儀

同 総 会 本 部

津川高 ,同窓会

波 田 野 亮 一氏

ノ
lヽ       言十

1,030,000

1,080,Ooo l1 4｀

払

代
卿支脚黎費蹴礼費

夕制艇備信念

大

　

　

準

通

記

謝

雑

681,520

22,124

703.644

72,882

47,680

26,000

94,260

30,633

975,099

104,901

792、 000

238,000

30,000

10,000

10,000



四%X田田四%四%田田田田渦田四%田田四%田困震田田田田田田田田四%田田田田田田田田田

あ りがとうございました。
平成 5年度会費納入の皆 さん (其 の一 )

□郵便振込み          (敬 称略,振込順)

◎ 旧中の部  (66名 )

相田幸四郎 ,武藤二郎 ,宮嶋八称 ,関谷捨三,熊倉 悟 ,

吉田公男 ,成海正弘 ,亀嶋 謙 ,伊藤秀男 ,芳賀健一 ,

山口二郎 ,片桐賢太郎 ,村田泰次郎 ,寺田徳隣 ,横松宏

平 ,松田長四郎 ,中野 博 ,福原平八郎 ,相田和平 ,西

山荘平 ,松尾 貢 ,L■l 順一 ,宮本 昇 ,佐久間精一
,

笠原健二郎 ,地濃昇一,斉藤誠七郎 ,関山健芳 ,高久貞

夫 ,佐伯益一,寺田徳和 ,芳原英雄,五十嵐一郎 ,相 田

忠亮 ,斉藤朝之 ,斉藤和男 ,加藤 豊 ,藤原良造 ,岩見

益教 ,相田英二郎 ,吉 田正平 ,岡村嘉志 ,渡辺文男 ,堀

哲二 ,川瀬五郎 ,二平 品,丸山一夫 ,小浜毅郎 ,長尾

昭次 ,安中盛介 ,平上 憲,板垣文平 ,佐久間二郎 ,千

代国一 ,大橋文夫 ,小島真一,小田恕哉 ,中村雅明,中

村倉吉 ,小柳 実,奈良泰夫,田代正夫,伊藤勇五 ,川

崎進一,松尾昭夫 ,渡辺方夫

◎ 高校男子の部  (Z名 )

塚田 勝 ,弦巻 等,堀 直昭 ,関塚 豪 ,松尾保司 ,

大橋秀雄 ,伊藤郁夫 ,五十嵐健 ,今井道夫,`沢出赳允 ,

高橋研治,高地一郎 ,佐藤匡秀 ,高岡雄三 ,山崎輝雄 ,

堀川俊郎 ,武藤正昭 ,近藤英洋 、高地 彰 ,鶴巻 浩 ,

篠川恒夫,坪谷次郎 ,岡 田見津夫,瀬倉武志 ,大西範孝 ,

笠原大四郎 ,八木又一郎 ,田 代信雄 ,梅 田久次 ,石井典

雄 ,大橋貞夫 ,根本俊夫 ,川 合敏男 ,酒井俊昭 ,渡辺八

郎 ,村川五郎 ,杵渕政海 ,小 日山芳栄 ,関  孝世 ,岸谷

武,松井 孝 ,青木 猛 ,二宮文三,石黒四郎 ,寺山和

夫,亀山知明,杉山 喬 ,土田孝志 ,鈴木輝雄,新井康

夫 ,近藤毅夫 ,土田 猛 ,三室茂和 ,■J中  孝 ,富 田幸

男 ,加藤清治 ,大江佳一 ,´浅井昭男,鈴木健司 ,佐 々木

秀和 ,青木敏和 ,関谷雄二,佐 々木秀和 ,長谷川五郎 ,

倉田健五 ,松尾 了,伊藤勤吾,鈴木多喜男 ,川村莞雨 ,

松尾真―郎 ,沢井 昭 ,岩城 弘 ,/畔 田昭義,熊倉芳夫 ,

◎ 旧高女の部  (18名 )

横溝田鶴 ,村田瑠都子,田村 ミッエ,佐野幸子 ,熊倉芳

枝 ,新保清子,新保 ミワ,佐藤玲子,丸山セイ子,内田

道子,一氏愛子 ,堀 和子,石井洋子,近藤昌子,大橋

玉枝 ,藤崎 トヨ,岡 本和子 ,小林早月

◎高校女子の部  (35名 )

岡野斉子 ,田中富子 、近藤燦子 ,山下由紀子 ,斉木明子 ,

真水道子 ,小沢幸子,鈴木則子,荒瀬喜美子 ,片柳 ムッ,

:坂 J■圭子 ,荒井 るり子,宮 |1賜 子,出 ロテル,深見洋子 ,

寺山征子 ,Ё 々六恵美 ,電
～

三子 ,「1劃
`ミ

サ子 ,緒形美

恵子 ,袖山幸子,竹 呈幸子,北村三l技 ,吉井祐江,渡辺

厚:子 .泳野睦子 ,斉藤英子,大野
=子

,■宅千□子,小島

典子 ,飯島玲子,松尾恵子 ,高橋唾子,考方豪子,松本

知子              以上 計 193名

回支部大会当日受付け

◎ 旧中の部  (5名 )

水尾広吉 ,見方謙策 ,佐藤豊夫 ,加藤三代太 ,関八十一

◎旧高女の部  (2名 )

鈴木節子,原 ヤス子

◎高校男子の部  (28名 )

簗取正通 ,丸山貞次 ,大島惣四郎,佐久間英輔 ,鶴巻流

三,坂上貞夫,関 和世 ,山 田―男 ,新保 優 ,米 山正 ,

安中啓作 ,今井英雄 ,吉井 清 ,松田 博,茂野本史 ,

近藤尚志 ,宮沢正由 ,佐野俊夫,村木栄四郎 ,伊藤 酸 ,

桜井 貫 ,佐藤 赳 ,笠原静夫 ,滝 i尺信喜,加 譲喜七 ,

山田利栄 ,長谷川安志 ,オ(村安建

◎高校女子の部  (16名 )

佐藤八重 ,大嶋エミ,杉山和子,止壺愈住子 ,久我マキ
,

波多 ミサエ,福田ジュン,浜 田寛子 ,中 島;[子 ,喜瀬笑

子 ,岡 部ユキ,上杉礼子 ,木村欧子 ,三ittL 幸 ,木村孝

子,佐野美江子          以上 計 51名

合計 244名 (10月 7日 現在 )

平成 5年度寄付金納入の皆さん (其 の一)

20,000円  亀嶋 謙

10,000″  奈良泰夫,岡部ユキ ,伊藤淳一

7,000〃  大橋文夫 ,中村倉吉 ,田代正夫 ,堀 哲二
,

加藤 豊 ,堀川俊郎 ,佐藤匡秀 ,杉山 喬 ,

山崎輝雄

5,000″  吉井 清 ,阿部善磨 (同窓外)

3,000〃  川瀬五郎,中村雅明 ,笠原健二郎 ,高地彰 ,

高地一郎 ,五十嵐健 ,大橋玉枝 .岡本和子 ,

佐藤玲子 ,鈴木節子 ,一氏愛子 ,斉藤英子 ,

渡辺厚子 ,渡辺方夫

2,000″  小田恕哉 ,関谷捨蔵 ,関山健芳 ,芳原英男 ,

佐久間二郎 ,武藤二郎 ,西山荘平 ,吉田公

男 ,伊藤秀男 ,地濃昇一,青木 猛 ,川合

敏男 ,村川五郎 ,亀 山知明 ,長谷川五郎 ,

渡辺八郎 ,°沢出赳允 ,梅田久次 ,大橋貞夫 ,

小 日山芳栄 ,寺山和夫 ,レ 畔田昭義 ,佐々木

秀和 ,新保 ミワ,内 田道子,佐野幸子 ,新

保清子,横溝田鶴,深見洋子 ,岡野斉子 ,

寺山征子,真水道子 ,小島典子,緒方康子

1,000円  横松宏平 ,中村倉吉 ,佐伯益一,西山荘平 ,

松尾 貢 ,佐藤豊夫 ,伊藤勇五 ,斉藤和男 ,

高久貞夫 ,青木 猛 ,篠川恒夫 ,関  孝世 ,

渡辺八郎 ,鈴木多喜男 ,｀沢出赳允,八木又

一郎 ,塚田 勝 ,山 崎輝雄 ,鈴木輝雄 ,石
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黒四郎 ,鶴巻 浩 ,田代信雄 ,寺山和夫 ,

加藤喜七

以上合計  延 87名  257,000円

〔同窓会本部総会 〕

本年度同窓会の総会は会則に定 め られ た 8月 17日 午

後 4時 から村松町
｀
名月、で開かれました。当日は生憎

の雨模様で出席者は割合と少なかったが,議題も,決算 ,

予算案が原案どおり決定 した外 ,昭和25年以来設置され

ていた被服科が平成 6年 3月 末をもって閉科 されること

となり,何か記念になるものを残そうということが決ま

りました。

あとは懇親会に入りましたが ,何時もお会いする顔馴

染みの方が少なかったのは残念で した。東京支部からは

中村事務局長,鈴木 ,鶴巻,深見の各幹事 ,私の五名が

出席いたしました。

前にも書いた事がありますが ,総会開催 日を17日 にこ

だわらず,その前後の土曜日,時間も早目に開催するよ

うにしたら如何 なものでしょうか。もっと集 りも多 くな

るし,時間的に余裕 も出てくるのではないかと思います。

かつて本部の二,三の方に話をした事 もあるのですが一

度相談 してみて頂きたいと改めてお願いしたいと思 うc

歌一つ出ない懇親会や二次会では折角,東京や ,遠 いp「

から出席 した者にとっては寂 しい気かいたします c

(文責,佐伯 )

〔赤 山 会  例 会 〕

見方謙策 ,千代国 一両氏の喜寿のお祝 いと

赤山会秋季例会

永 く続いた永雨もやみ,秋の快晴に恵まれた九月十八

日 (土 )表記の会が ｀
市ケ谷私学会館、で開催 されまし

た。出席は十七名で,定刻午後一時 ,亀嶋 謙会長より

両氏への喜寿のお祝いの ことばと夕1会の挨拶があり,祝

辞 として小田恕哉氏 (旧 中十六回卒)の爽やかにして軽

妙酒脱な話ぶりに笑いを誘い,和 やかな雰囲気 となり続

いて高価な月謝を払 ったと思われる横松宏平氏 (旧 中二

十回卒)の渋い美声の「 さんさしぐれ 」の祝い歌に聞 き

ほれ会は進行 ,佐久間精一幹事長から両氏に記念品の贈

呈 ,新入会員伊藤秀男氏 (旧中二十七回卒)の紹介が終

り,見方 ,千代両氏からの謝辞の あと,松 田長四郎氏

(旧中二十四回卒)の乾杯の音頭により懇親会に入りま

した。昔の良き時代の話に花が咲き,お互いに健康を確

かめあい,こ れからの夢を語 リグラスを傾 け合 う等 ,会

は盛 り上 り話は尽 きない様でした。途中 ,同窓会佐伯支

部長より第36回東京支部大会及び本部総会の経過につい

て説明があり支部大会が盛大に終了 した事のお礼と併せ

て来年の大会にも変 らぬご協力を頂き度い旨の要請があ

りました。

※ 氏名の重複 している方 も居られますが ,会費振込の

際と支部大会当日の分であります。

〔県立安塚高校同窓会へ表敬 〕

東京新潟県人会の事務局長を務めておられる竹内富男

氏が東京支部長の同校同窓会が, 7月 17日 午後 1時半よ

り赤坂の石垣記念ホールで開催 され ,招待のあった東京

支部からは佐伯支部長,鈴木,鶴巻の両幹事が出席いた

しました。支部結成40周年とかで出席者も多 く,又郷里 ,

学校からの来賓 も多 く仲々の盛会で した。お互い名刺を

交換 し持参の支部会報を夫々贈呈いたしました。話は県

下高校同窓会の大同団結の夢などを中心にして友好の輪

を拡げる事が出来 ,大変ゆ快でした。私たちは午後 3時

か らの幹事会を控えていたため残念乍ら途中退席するこ

とになりましたが,今後私達の同窓会と同校同窓会の友

好げ
『

ぶ益々深まってゆく事を期待 しております。

其の後全員で記念写真を撮 り (武藤三郎氏旧中二十六

回)旧校歌を合唱 して四時頃 ,めでた く解散いたしまし

た。

※喜寿の両氏略歴

見方謙策氏 (旧 中18回卒 )

旧横浜高工卒,前松高同窓会東京支部長,松高創立

80周年記念雨天練習場建設に当り暖房機寄贈など多

大な貢献をされた。IEE日 精ォーパソレ憫取締役社長と

して産業界に活躍されている。

千代国一氏 (旧 中18回卒 )

旧大倉高商卒 ,日 本を代表す る歌人で,宮 中行事

「歌会始 」の選者 ,現代歌人協会理事 ,明治記念綜

合歌会委員等を務められ,其の他数多 くの受賞 ,歌

集の出版 も多い。

幹事 堀 哲二記 (旧中24回卒 )

※ 〔広報部より〕

支部会報第 8号 (平成 2年新春号)に ,昭和 8年第18

回卒業生の優等生紹介記念写真として見方 ,千代両氏他

三氏の写真が掲載されております。
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◎ 前略, 7月 3日 第36回 東京支部大会に学校から2人

もお招き与り誠にあ りかとうごさいました。′とヽ暖まる

おもてなしに楽 しい一時 を過ごさせていたたくことが

できました。厚 く御礼申 しあげます。

御参会の皆様の「 メゝるさと Jの合唱に「 いかにいま

す父母 ,つつがなしや友がき Jと の熱き思いが伝わり

「山はあおき込、るさと,水は清きも、るさと _と 歌われ

るころには,故郷に在る者 といたしましても胸迫るも

のと感 じました。特に今回は遠路から御参会の方も多

いとお伺いし,lol窓 という名のもとに,か くも多数の

方々が御多忙の中を馳けつけ,旧交を暖め,懐 1日 と親

睦と情報交換 とに一時を過 ごされることはすば らしい

ことと感激 した次第でごさいます。これも偏に佐伯支

部長様はじめ役員諸氏,各期幹事の方々の並々ならぬ

御尽痒の賜と敬服致 しました。現に生徒を預 る者とし

ましては卒業後母校を懐 しむことができるよう有意義

で充実 した高校生活を送 らせたい,そのためにも精一

杯の努力をいたしたいと肝に銘 じさせられました。本

当にお世話になりありかとうごさいました。′己ヽか ら感

謝申 しあげます。役員,幹事の皆様にもよろしくお伝

え下さいますようお願 い申 し上げます。最後になりま

したが東京支部の益々のご発展と佐伯支部長様はじめ

役員 ,幹事の方々,会員の皆様の一層のこ健勝とこ多

幸を祈念申 し上げましてお礼といた します .

(村松高校 校長 徳橋 時男 )

◎ 前略,先 日は松高同窓会東京支部第36回 大会にご案

内をいただき,出席させていただき厚 くお礼申 し上げ

ます。

会長先生の リーダーシップにより開催までの諸準備

等並々ならぬご苦労と当日の見事な演出に対 し敬意を

表 します。会員各位様の情熱と結束力 ,気魂に敬服い

たします。ひとえに会長先生のお人柄,幹事の方々の

母校を偲び,同窓会のつながりを大切にした熱い想い

の現われと拝察いたしますと共に会長先生の統率力と

旺盛な意欲に敬服いた しております。ありが とうござ

いました。この度は校長のお供でしたが大変有意義に

過ごさせていただき更に大変ご馳走になり重ねがさね

,と よヽり厚 くお礼申 し上げる次第です。会長先生はじめ

幹事及び会員の皆様の今後益々のご多幸 ,ご発展を心

より祈念 申し上げお礼といたします。

(村松高校 教諭 酒井 重雄 高11回卒 )

◎ もう着 くころかな,と 思待ちにしていた「臥龍が丘

は緑なり 」が私の気持を知 っているかのように七月中

旬我が家を訪れて くれました。読んでみると東京支部

のみなさまのご活躍をはじめ佐伯支部長の想い,徳橋

校長の願 いなど,松高を支える人々の心の綽に熱いも

のを感 じたところです。

私も折につけ村松時代を思い出しております。今年

の新採用教員に対する講話の中でも緑と人の心の豊か

さのある村,こDこ とに触れました[六月には松中に一

時期お世話になった兄をつれて以前住んでいた家と慈

光寺を案内しました ,

支部長はじめみなきま__■ に特を穎 っております
=

(在新発田市 前校長 佐藤 義雄 )

◎ 先般は名支部長のお蔭で盛大な・ l窓 会が開かれ厚く

御礼申 しあけます。写真,有難 うこさtヽ ましたこ今後

共同卒宜敷 くお願 い申 しあけます [

(旧 中16回  小田 恕哉 )

◎ 異状 とも言えるお天気が続いており,北 と南での災

害で日本列島は嘆かわ しい悲鳴の叫びが充満 しており

ます。何とかならないものかと祈る思いの昨今でござ

います。

支部大会ではいろいろと大変お世話さまになりまし

て本当にありがとうこさいました。支部長の陣頭指揮

よろしきを得て役員の皆様のこ苦労もみのり誠に盛会

であったことを衷′とヽよりこ同慶に存 じております。そ

れが次年度にも必すや大輪の花門 く種になる事と信じ

ます。支部長始め幹事の皆様に厚 く御ネL申 し上げます。

今後 とも宜敷 く。 (旧 中26回  武藤 二郎 )

◎ 同窓会東京支部会報御恵送感謝 c相変 らず誠意をも

って人の世話をしておられる様子,敬意を表すc浅草

の新年会で「 そろそろ歌 ,語 るか _の 言に思わず笑っ

た。佐伯健在なりと一― 。当方無事
=

(在新潟市 旧中27回  五十嵐喜作 )

◎ 田舎から戻 りました今日,嬉 しtヽ お便 りを頂きまし

て有がとうごさいましたDグ リコ1/Dキ ャラメルのよう

に一回の参加で二度おいしい思いをさせて頂きました。

感謝申しあげます。又,同窓会では金魚のも、んの様に

沢出先輩 についてお邪魔を しておりますが ,今後共よ

ろしくお願い申しあげます。 (高 9回  高瀬 笑子 )

◎ 盛大に行われました過日の松高同窓会東京支部の大

会当日の出来事が楽 しく想い出されます。大変お世話

になりました。又 ,次回お会いできますことを楽 しみ

にしております。手仕事のパワー,お手伝いしますの

でお声をかけて下さい。  (高 9回  福田ジュン)

◎ 先 日はありがとうございました。みんな心の底から
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くつろいで楽 しそうでしたね。あれだけの会を準備運

営されるのは本当に大変だと思いました。今後共よろ

しく。 (高 10回  山下由紀子 )

◎ 支部大会 ,そ の後の役員会 といろいろとお世話様 に

な りありがとうごさいま した。皆で楽 しく盛大に終れ

たの も支部長さん始め皆 さんのお蔭 といつ も感謝 して

おります。 (高 10回  小島 和子 )

C 写真ありが とうこさいま した。早速皆様 に送 ります。

さそ喜ぶ事 と思 います 。とて も楽 しか ったというお便

り,お電話を頂戴 しま した。来年は もっと多勢の方 に

声をかけて集 って頂 こうか と話 しています。来年は12

回生 の皆様を支部長 さんに紹介致 します。最早来年が

待遠 しいです。あ りが とうごさいま した。

(高 12回  中島 和子 )

◎ 松高の同窓会では支 部長様始め皆様方に大変お世話

にな りま してありが とうごさいま した。今回 もなつか

しい方 々とお話が出来てとて も嬉 しく思 っております。

私も益 々精進する所存ですので今後 ともよろしくお願

い申 しあげます 。 杉 幸子 (高 21回  小沢 幸子 )

◎ 支部大会での高 2回生 の写真ありがとうごさいま し

た。御自愛の上ご健勝でお過 し下さい。当方これまで

にない保険成績の下りようですが,相変 らず元気で頑

張 ってお ります。 (高 2回  青木  猛 )

◎ 写真あ りが とうごさいま した。ワガママ者 にいつも

心遣 いして下 さいま して感謝 して居 ります。お蔭様で

楽 しい日を過 させていただきま した。気候不順の折か

ら御 自愛下 さいませ。 (旧高女 25回  小林 早月 )

◎ 支部会報こ送付 ありが とうこさいま した。小黒寿夫

君の記事 をわかり易 く修文 ,修 正 していただ き深謝 い

た しております。

同級生の岡村逸夫君の入隊か ら戦死の状況 に至 るま

での原稿が仕上りま したので ,お送 りいた します。次

国以降は何れ も
｀
甲飛、に入隊 され ,すべて戦死 ,又

は病死 された次の方々の ことを順次書 いてみたいと思

ってお ります。

加藤政治君 (中 28)、 杉崎栄二氏 (中27), 涵I内 正

勝氏 (中26), 剣持三男也氏 (中 26),皆川二郎氏

(中 27),高松正男氏 (中24).豊島商吉氏 (中 24),

江花L吉氏 (中 23).笠原正敏氏 (中23) 以上

(中 28回  斉藤 朝之 )

:簑A:
再び,歳時記風土 について

平成元年五月一日の新潟日報に載った同窓長崎 浩氏

(故人,旧 中11回 )の詩で福原平八郎氏 (1日 中26回 )か

ら送られたものを支部会報第 14号 (平成 5年新春号)に

一部紹介 したが ,其の後ご子息の長崎高志氏 (高 11回卒 :

新津市在住)か ら懇切なお礼状が届き,平成五年春,村

松西公園 (城跡公園)に詩碑が建立される旨,記 されて

あった。 (会報15号 にも掲載)そ こで8月 ,広報部 ,鶴

巻 浩幹事に依頼 して帰省の折撮影 していただいた。長

崎氏が同窓である旨,知 らぬ人も多いと思 うが同窓とし

て誇 りに思 う。同じ同窓で前にも紹介 した千代国一氏

(1日 中18回 )の詩碑のすぐそばにある。
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クラス会便 り

◎旧中27回 クラス会
昭和17年卒業の旧中第27回生のクラス会が 9月 27日 ,

新潟が当番で西蒲原郡岩雪塩泉シンユ館で開かれた。出

席者は25名 で午後 2時 ,新潟駅から迎えのバスで宿へ向

う。途中めまぐるしく変遷 しつつある沿道の説明を聞き

ながら弥彦神社へ朱づ参拝 ,6時から始まった宴会は ,

もう例によって例の如 く,折角宿がサービスしてくれた

芸者さんもそっちのけ,校歌 ,応援歌 ,カ ラオケに精を

出し,最後は,ど ういうわけか「麦 と兵隊 」の大合唱。

大半か兵隊に征 った者の懐旧か。床についたのは深夜 ,

朝食は又,酒で始まり再び宿のバスで角田山の日蓮上人

が潜んだといわれる洞窟を見て新潟駅へ,そ こで解散 ,

一部は「 豪農ぢ鶴亀 見学 に廻 った。平成 6年 は東京の

当番となる。東京支部か らは中野,西山,伊藤 ,佐伯の

4人が出席 した。

駄足ながら書き加えさせて頂 く。

「麦 と兵隊 」は軍歌 として親 しまれているが ,私 もよ

◎高10回 3年 3組クラス会

村松高校第10回卒業の私達 3年 3組のクラス会を 8月

17日 に村松を会場に開催いた しました。急な呼びかけで

したので12名程の出席で したが楽 しい一日で した。二十

数年前の学生服のあの頃の姿 と一致する人もあり,中に

はなかなか思い出せなかったりで……。髪に白いもの ,

ほぼ無 くなりかけた人,老眼鏡の世話になる私達でした

が ,話 の内容はもうとっくにセピア色 した懐 しい学生時

代の事ばかり,先生に叱 られた事,サ ボって何をしてい

たとか ,み んなあの頃に戻 って目をキラキラさせ ,何時

間おしゃべ りしても尽きませんで した。同じ思い出を持

つクラスメイ トって本当に不思議なくらい安心感と暖か

さがありますね。何より嬉 しく思えた事は,各 々人間と

して仕事と家庭を大切に,毎 日を充実させている姿で年

輪の重みがあるのだなあと感 じました。今回は担任の梅

田先生が病気療養中との事でお呼び出来ませんでしたが ,

◎高10回 3年 4組 クラス会
8月 21日 ,私は会場 となった村松

｀
松の家、さんの二

階の部屋の入口に頑張 って座 っておりました。階段をあ

が って くる出席者の皆さんの様子がす ぐわかるのです。

ア ,ち ょっと後退気味で面積が広 くなったおつむがあら

われました。まあ―,お忙 しいところありがとうごさい

ました。そして又 ,昔の彼女か らは想像出来ない様なバ、

くよかさ,ま あ―,ホ ントに遠い処をよくおいで下さい

ました。そして, ｀
ええ″まあ、という石塚先生。あの

昔のダンデーは何処へいっちゃったのかしら。2時に始

まったクラス会は, ｀
緑濃き臥龍ケ丘に、の大合唱で一

次回は二次回へと移 っていったのです。

佐久間順子 (在村松 )

く歌 う方だ。何 しろ文句が良い。風流,友情,郷愁,責
任感を兼ね備えた歌であるからであろう。軍歌は ?と ,

会社の若い者に訊いてみた。「 私は軍歌というよりも一

つの流行歌 ,演歌としてうけとめています。だから好き

です 」と答が返 って来た 。 (佐伯 記 )

次回は一晩泊まりでゆっくりし,先生にも来て頂いて…

…と決まりました。最後は,健康である事が何より幸せ

と,こ うして会える喜びに感謝 しながら散会 となりまし

た。             浜田 寛子 (在村松 )

旧中 27回 クラス会

高 10回 3年 3組 クラス会

高 10回 3年 4組 クラス会
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◎高 6回 3年 1組クラス会             |
8月 14日 (土)PM5:30か ら,新潟東映ホテルにお   |

いて ,ク ラス会を開催 した。夏 とはいえ天候が悪 く,曇    |
り空の中 ,東京をはじめ,遠 く滋賀県 ,静岡県か らも出   |
席 して久 しぶりに旧交 をあたため,有意義な時間を過 ご   |
す ことができ,幹事の方々に厚 く御礼申 しあげます。    |
出席者15名 ,率 35%と 低率 だったが 、お盆で孫が来たと

か ,留 守番 とか 1/D理 由で欠席が多か ったので次回は開催    l
時期の検討が必要 と思 う。                :

我々も間 もな く還暦を迎えよ うとしています。睡眠 ,

食事 仕事 ,運動 とバランスを保つよう気 をつけなが ら

子供や孫 にバ カにされないよう,若 さを保 ちつつ,ま す

ます元気で暮 らしたいと思 っています。

次回は大勢の方々の出席を期待 して ,皆様のご活躍 と

還暦祝 開催 につ いて

高 6回卒業生の皆様へ……1995年 (平成 7年 )私達は還暦を

迎えます。「還暦を祝う会」の世話人会が発足 し,全員参加を

、_  めざし予めお知 らせいたします。

1 日 時  1995年 8月 20日 頃

2 会 場  新潟県月岡温泉「 ホテル泉慶」

地球上 の位 置の考察 につ いて

地球上での方位や地理的位置は緯度と経度で決まる。地図を

見ると緯度や経度の線が入 っているか,日 常我々の生活には殆

んど関係無いと思 う。

しかし,北海道や沖縄 .海外に行く時には出発前に気温や服

装が気にな って緯度を調べたりするこ

また,緯度 ,経度で時刻や季節 ,気温など現在住んでいる所

と比較 してみるのも面白いと思 う。

気候や気温は一般的には緯度や高度差で違 ってくる。緯度を

調べてみると,新潟県庁正面玄関の位置は,北緯37度53分58秒
,

東経 139度 01分 37秒で ,緯度はほぼ38度線である。村松町役場

の位置は北緯37度41分26秒 ,東経 139度 10分 40秒で県庁より12

分32秒南に位置 している。

村松と同じ緯度には ,ど んな国や都市があるのか地図で調べ

た結果 ,意外な国や都市があった。

村松から西へ行 くと弥彦町から日本海を渡り,韓国の首都 ソ

ウルから黄海を通り黄河河口から中国大陸を進みタクラマカン

砂漠・パキスタンの北 ,パ ミール高原からロシアに入リカスピ

海南部を横断 して トルコを経てエーゲ海を渡ると,ギ リシャの

首都アテネ。

イタリヤを横断 し地中海を渡ると,イ ベ リア半島西部ポルト

ガルの首都 リスボン。

大西洋を横断 してアメリカ大陸へ上陸 ,合衆国の首都 ワシン

トンのやや南。セントルイスからカンザス州を経てロッキー山

脈を越えると,気候温暖 ,風光明媚なアメリカ西海岸 ,国際的

40年 前 の 写 真

高校 6回卒業生が学校を出てから40年 になりました。

写真は 1954年撮影・ 40年前のものです。

昭和28年度「野球部送別会」記念写真

(昭和29年 1月 16日 ,16番教室 )

昭和28年度「 全国高校野球 。新潟県大会」優勝旗が二列目左
に置いてある。

前列 3年生……左から5人 目,石本事務官,次の 6人目は ,

安中先生 (教頭・野球部長 )

高 6回 3年 1組 クラス会

ご健康を祈 りながら再会の日を楽 しみにしています。

(東京支部・沢出赳允)

3 御祓 い

4会 費

5 その他

当日「 ホテル泉慶」にて

25、 000円程度

具体的に決まり次第 ,お知らせいたします。

各クラス担当者から通知 しますので ,よ ろし

くお願い します。

高 6回  沢出 赳允

観光都市サンフランシスコ。

太平洋は北緯37度 40分 線上には島がな く大海原が続 く。地球

を引司りして福島県に上陸 し福島市を通 り裏磐梯の桧原湖を経

て,東蒲原郡鹿瀬町を通り村松へ戻るc

一方 ,地球上の南北の線 ,経度はどうかЭ同 じ経度でも北半

球 と南半球では季節が正反対であるが ,時亥1は 同じである。東

経 139度 10分40秒 の線上を南下すると赤道を越えてニューギニ

ア島 ,オ ーストラリアの真中を通 ってインド洋に出て南極大陸

へ上陸する。

南へ……

村松から北の方角は五泉であることは誰でも知 っている。反

対に南の方角はどうか,地図上で辿 ってみよう。

南へ行くとすぐ,白山 (1012m), 粟 ケ岳 (1298m)を
越えて守門岳 (1537m)へ 。新潟県と福島県境に位置する毛

猛山 (1517m),奥 只見湖から新潟県と群馬 県境 の平 ガ岳

(2141m), 尾瀬ケ原の西方に響える,至仏山 (2228m)。

上州の名山 ,赤城山 (1828m)を越えると関東平野に入る。

群馬県伊勢崎市 ,埼玉県本庄市 ,寄居町から正丸峠を越えて東

京の御岳山へ。西多摩五日市町から神奈川県に入って相模湖か

ら丹沢へ。

丹沢山 (1567m)の山頂か らやや東側を通 って小田原市酒

匂川河□へ。相模湾に出て真鶴岬をかすめ ,熱海沖に浮かぶ初

島の東海岸を通 り伊豆七島の東京都神津島に上陸する。

撃:撃甘||■■||■■ |■|■|||||||

中列 2年生 (高 7回卒), 後列 1年生 (高 8回卒)

(所蔵,沢出赳允)
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「 旧制中學 は……。 Jと ,よ く先輩諸兄か ら聞 くが ,

私 たち高校卒業の ものには,ただあた らない想像 をする

だけである。その想像を手 っ取 り早 く結びつ くのはあの

「 坊 ちゃん 」を初め とする漱 石の作品で しかな く,こ れ

もその時代によつては ,似 て非 なるものであったに違 い

ない。

そうであ っても, きっとこんなだ ったろうと,多分に

ロマンティックな想像 を した くなる。

「 弊衣破帽 Jで ,冬 でも素足に下駄を履 き,マ ン トを

翻 して ,街 を闊歩する學生の姿が浮かんで くる 。

その一 賞状「突進」

これは村松の大火に辛うじて焼失を免れたものの一つ

で,昭和16年 9月 ,日中戦争か らやがて太平洋戦争へ突

入する前夜ともいえる時期の運動会の賞状である。

種目は「突進 」とあるが, 100m競走であったという。

校長名などはなく「學徒報國団 」とある。それ以前は

「學友会 」といったらしい。兄の話によれば最上級の 5

年生には「 白兵戦一接戦 」という種目があったそうだ。

これはもう少年 らしい夢あ
`ゝ

れる運動会ではな く,や

がては戦場へ赴かねはならないことを自覚させ られた行

事だったことが窺える。

資料その一が示すように,我國が刻々と引き返せない

破滅への道をひた走 り,少年 らしい夢を否定 しなければ

ならなか った時, しかし,資料その二のように,そ れで

も良心的な次元の高い教科書に接 し,諸先輩はどのよう

な心情でその青春時代を送 られたのであろう。

第10回 卒 鶴巻  浩

多分に自己顕示欲の表れであったろうが,「質実岡」健」

を旨とする当時の學生の気概でもあったように思われる。

当然,桁はずれの悪業 も多かったであろうが,それを

上廻る勉學をしたであろうことは,輩出 した諸賢に接 し

ても想像に難 くない。

今夏帰郷の折,往時の村松中學の様子をいくらか想像

できる 2つの資料に出会った。それは私の兄の中學時代

に関わるものであって,上記の様なロマンティックなも

のではないが,具体的な資料は多くを語って くれると思

った c

その二 岩波書店刊「国語」

当時の國語教科書全十巻であるがこれは復刻版である。

若草色の古代模様の和綴 じの品格のある教科書である。

兄はこれらの教科書に限 らず,ほ とんど諸先輩か らの

拝借で済ませたそうで,こ の復刻版が出た時躊躇なく購

入 し,初 めて新 しい教科書を手にした喜びを味わったと

いう。

教科書は巻一から巻十まであり, 1學年で 2巻 ,5學
年で巻十となる勘定である。ばらぱらと内容をみると ,

古文から現代文学までの作品や,著名な学者達の評論が

載っており,相当に高い水準の教科書であったことが推

察できるc

兄が語る処によれば,当時としては時勢の追随を極力

避けた岩波書店の理想をかかげた良心的な出版であった

という。

上級に進むに従 ってその矛盾する価値観の中で苦悩の

色が濃 くなっていったのか。選択の余地なく諦観の心境

だったのか。矛盾を破ることが青春だったのか。

いずれにしろ容易ならさるその時代の中學生像の一端

にも、れる思いであった。

し
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私の同期生に,村松町出身で奥畑寛幸 (天山艦攻偵察

員,千葉県在住)と いう者がおります。彼は大分県立竹

田中学校から土浦航空隊に入隊 し,そ の後岡村逸夫君

(中28)と 共に中国 。青冨航空隊で偵察教育を受け,実

施部隊へ配属されたそうです。奥畑君の御父君は,後に

竹田中学校から村松中学校に転任されてきた奥畑寛先生

であります。

以下,彼の証言を中心に,岡村逸夫君の活躍ぶ りと戦

死の模様を述べてみます。

岡村逸夫君は ,海軍甲種飛行予科練習生 (第 10期 )の

学科試験 ,舞鶴航空隊での一週間にわたる操縦適性検査

に合格 し,昭和 17年 4月 1日 土浦航空隊 に入隊 した。

(1,097名 入隊,777名戦死 )

新潟県の合格者は,受験者 200数十名のうち, 15名

(11名戦死)であった。

1 土浦航空隊 昭 1741
陸戦教練 ,短艇 ,通信・送受信技術 ,艦船運用術,航

海術 ,砲術 ,航空術等の軍事学,数学,理化学 ,機体・

発動機整備実習,艦務実習 (戦艦に乗組む), 体育など

の基礎実習 (予 科教程)を受けた。

同年 10月 1日 ,新設の二重航空隊に移動し,同様

の教育を受けた。 (500名 )

2.大井航空隊 昭 18524
予科教程を卒業 し,飛行練習生偵察術特習者 として静

岡県の大井空に入隊 して,いよいよ偵察員としンての本科

教程へ進むことになった。

まず準備教育として,航法,電信機 ,火工機器,通信

の座学が始まった。また偏流損1定用の地上演習機を使用

して偏流を沢1っ たり,航法計算盤の使用方法も習得 した。

3週間後,九〇式機上作業練習機に同乗 し,今まで習

ったことを機上でやってみる。出発前の届出 ,機上での

伝声管による連絡方法 ,帰着後の報告等いうこと,い う

こと,や ることを間違えば、すぐ偵察教員のげんこつが

飛んできた。

3 誓冨航空隊 昭18717
新緑の茶畑に囲まれた丘陵にある大井航空隊と別れ 、

中国大陸の青島へ移動することになった。

7月 17日 ,軍用列車が仕立てられ ,佐世保軍港へ向か

った。軍港では,ついでにレーダー基地を見学 し,同月

23日 に飛行練習生たちは,特務艦「当芦 」に便乗 し,出

港 した。軍楽隊の歓送する素晴らしい演奏は,初めて故

国を後にする練習生たちを,大 いに励まし士気を鼓舞 し

たのであった。

敵潜水艦からの攻撃を避けるため,青島への直航を取

りやめ,朝鮮半島沿岸を進み改めて西南下し,鶴
'々

たる

海をよきり中国大陸ご遠葛隼島をまず望見 した。低速の

斎藤 朝之 (中 28)

「 室戸 」にとっては,なかなか近づけない。快晴の半島

は,緑濃 く転在するデ貴Ъ屋根は美しかった。同月25日 、

ようや く青島に入港 した。

青島航空隊において,岡村君を教育 した班長の偵察教

員は,甲 飛 4期生の斎藤昭上飛曹で,班員は13名 (う ち

11名戦死)であった。

(1)射爆訓練……機上作業練習機に同乗 し射撃ヨ|1練 は ,

口径 77ミ リ旋回機銃を操作 して,賀騎機に引かれて

飛ぶ吹流 しを日標として撃つの同じく爆撃訓練は,海

上の布板目がけて照準機と取組む。照準機内の目標を

正確に前方から後方へ流 し,日 標 と気泡を確実にとら

え .爆弾を投下する。

12)航通訓練……航法訓練 は,航法計算盤 と図板 ,時計

と偏流測定儀を用い偏流測定,地形偵察 ,速度試験 ,

進路決定 ,推測航法飛行等を行なう。通信訓練は,基本

。一般・省略交信法 ,対機通信法 ,電波転換法 ,統制

交信法,暗号組立てなど高度な通信技術を習得する。

0 総合演習……九六式陸上攻撃機に同乗 し,機長の偵

察教員か ら訓練想定を受け航法,通信等の実戦的訓練

を体験する。

(4)行軍……青島神社へ ,市中行進を兼ね威儀を正 して

参拝 した。 ドイツ軍の築いた青島要塞跡 も見学 した。

第一次世界大戦のとき,海軍機の偵察員が爆弾を手に

持 って,こ の要塞に投下 した。

15)卒 業……司年12月 24日 ,ついに卒業の日がきた。卒

業者 133名 には,機種別 と配属先の航空隊が決められ

た。ほとんどの者は,い ったん商船で内地に帰 り,そ

して所属航空隊へ赴いた。

4 佐世保航空隊 昭 181225
岡村逸夫二等飛行兵曹は,数名の同期生と共に佐世保

空 (水上基地)に移動 して,零式 (三座)水上偵察機の

偵察員 となった。ここでは青島空で習得 した偵察術にま

すます磨 きをかけていき,近海の哨戒飛行や対潜哨戒等

に従事 ,活躍 した。

零式水偵 は,戦艦 ,巡洋艦 ,水 上機母艦 ,水上基地に

配備され ,航空距離は 2,600キ ロという長大な航続性能

を利 して ,太平洋の全戦域で活躍 した。全幅15メ ー トル ,

全長12メ ー トル,全備重量 37ト ン,最高時速 376キ ロ
,

口径 77ミ リ,機銃 島ぎ 爆弾 250k9111d搭載で, 3人

乗務であった。

5 第九五一式航空隊 昭 191215
岡村君は,昭和19年 5月 に一等飛行兵曹,同年11月 に

上等飛行兵曹に進級 した。そして翌12月 15日 に佐世保空

は,第九五一航空隊に統合された。司令は,元土浦空司

令 (後 に空母「赤城 」の艦長)の 青木泰二郎大佐であった。

さて,全般の戦況として昭和20年 3月 17日 硫黄島玉砕 ,
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4月 1日 米軍沖縄に上陸 ,4月 6日 から沖縄の米軍艦船

等に対する菊水作戦 (榔意特別攻撃隊の発進)が発動さ

れた。

◎岡村逸夫上飛曹 戦死 昭 20524
場所 東シナ海

状況 佐世保基地発進,中支舟山島に向け飛行中

(未帰還 )

この日,岡村上飛曹は ,い つものように 2人 の搭乗員

と共に零式水上偵察機に乗り込み,佐世保水上基地から

離水 して,偵察飛行中のため中国の舟山島へ向かった。

舟山島は上海の南方 ,杭州湾の湾 Elに連なり並んでいる

舟山列島のうち ,いちばん大きな島である。

佐世保基地から舟山島まで約 800キ ロ,し か し零式水

偵の 2,600キ ロという長大な航続性能をもってすれば
,

岡村逸夫君の土浦航空隊を祝 し
,

同級生と共に記念撮影 昭和17年 3月

(後列左より)故加藤陸郎 ,故斉藤正夫,藤田精作 ,

神田敏夫,貝瀬 弘

(中 列左より)故佐藤正義 ,長谷川武夫 ,田中練繭 ,

鈴木 猛

(前列左より)故村川修一,五十嵐欣治 ,故岡村逸

夫,故保科辰衛 ,宮嶋昌世

楽に往復できる距離である。岡村機は,東 シナ海を偵察

飛行中に,たまたま米空母から発艦 し飛行 していた艦上

戦闘機に発見され ,銃撃を受けたのであろうか。岡村機

はこの日を最後に,佐世保水上基地に還 らなかったので

ある。

黄海や東シナ海を飛んで中国本土へ向かうのは,彼 に

とって 1年以上も通いなれた飛行 コースであった。その

コース上で,航法計算を誤 り,不方不明になろうとはま

ず考えられない。きっと思いがけない事態に,遭遇 した

のた。

大空にあこがれて海軍航空機搭乗員となり,愛国の至

情に燃え,自 分に与えられた任務を使命感と勇気をもっ

て果たし,ついに戦死 した岡村逸夫君に対 し,こ こにあ

らためて深い哀障の意を捧げたい。

巡洋艦からカタパル トで射出された零式水偵は
,

偵察飛行を終えて帰着 ,海上に着水 し,デ リック

によりつり上げられ,再び巡洋艦に搭載される。

平成 6年度支部大会開催のお知 らせ

平成 6年度 (第 37回 )松高同窓会を

6月 4日 (上 )午後 3時 (受付 2時 )よ り上野不忍池畔

池 之 端 文化 セ ンター で開催いたします。お誘い合せの上,多 くの方 の々出席をお願い

いたします。

(前回の会場と同 じです )
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先般 ,村松藩堀家の末裔である東京支部会員 ,堀 直昭

氏から広報部に送 られてきた表記銅像建立の趣意書を読

んだ。それによると最近 ,長岡市にある蔵王堂 (現長岡 )

城跡保存会の方々が堀奇公の業績顕彰のため現長岡城跡

公園に公の銅像を建立する計画を立て られ,事業費約二

千三百万円を目標に広 く市内で募金活動を行 っていると

')こ
とである。そしてこれを知った直奇公に縁のある村

松関係者の間で相談 した結果 ,これを黙視する事は出来

す これに協力 し,一ロー万円の浄財を募 っている事で

ある.

東京支部へは会報を通 じて広 く知 って頂 くようにとの

要請もあり,紹介ついでと申 しては失礼だが ,村松藩の

起源にも及んでみた。詳 しくは直接 ,堀直昭氏 (直 奇の

弟 ,家 老職堀玄蕃笹童家の直系)に問合せしてみるのも

よいと思う。発起人及び関係者の中で東京支部では中村

勤氏 (旧中20回・村松七士,中村勝右衛門直系)堀哲二

氏 (旧中24回・堀半兵衛家直系)の名も挙が っており,

村松郷土史研究会会長の佐藤久氏の名も見える。

堀直奇は天正五年 (1577)美濃に生れ ,豊臣秀吉に

近仕の後,慶長三年 (1598)父直政に従 って越後に入

封 ,二 十一才で坂戸城主となった。全七年、新任の蔵王

堂 (現長岡)城主鶴千代の後見役として蔵王堂城詰兼任 ,

全十一年 (1606)鶴 千代死去により蔵王堂城兼任城主

となる。この時二十九才。全十五年 (1610)信 州飯山

へ転封するまでこの間八年間であった。

元和二年 (1616)再 び蔵王堂城主となって八万石 ,

元和五年 (1619)村 上城主へ転封 ,十万石となるまで

三年 ,通算十一年間 ,長岡に在勤することになる。そし

て以後村上藩々主として在任 し,寛永十六年六月十九日

江戸で死去した。この時六十三才であったという。

幕府は直奇没後 ,遺領の十万石を十三万石に高直 しし

十万石を公の孫 ,箇たに当て,村上藩を相続させ ,残 る

三万石を直奇の次男 ,箇簿に分けて分家させた。この中

に安田,笹岡,見附等の領地が含まれていたが ,当時村

松はまだ村上藩領であ った。寛永十九年 (1642)直 次

が死去,こ の時 まだ七才であ ったので当然なが ら後嗣

な く,村上藩堀家は断絶することになる。正保元年 (16

44)安田,笹岡と村松地方の領地替えが行なわれ,在所

が村松 と定められ ,直時の次男二代目置書が入国 し村松

藩が成立することとなった。

そして明治四年 (1871)明 治新政府による廃藩置県

の大改革が行なわれるまで,実に二百二十余年に及んだ

堀家村松藩政が十二代堀直弘を最後として幕を閉 じるこ

とになるのである。

直奇が村上藩在任当時 ,江戸幕府の外様大名統制政策

にもかかわらず ,村上藩堀家改易後 (直次死亡後)の堀

家を村松藩という形で,幕末まで存続させたのは公の深

慮遠謀の静1ヽ があったものと言われている。武将として

も政治家 としても公が当代一流の人物と評価される所以

は様々あるが,特に任地における農商業の振興と都市計

画の実施は見逃せない事実である。村上は直奇の代に初

めて近世城下町の威容を整えたと云われ,新潟 (当 時新

潟は長岡藩領 )と長岡は総べて公が縄張 りを して造った

町と云われ ,新潟は今や 日本海側最大の都市に,長岡は

県下第二の都市に発展 している。直奇が村上へ転封 した

あとに長岡 (蔵王堂城)の城主となった牧野慧徴は幕府

の要請 もあって江戸に在 り,寛永七年 (1632)ま で十

三年近 くも入国出来なかった為か,新政策 も打出されず,

明歴三年 (1657)の 改制まで「しきたり」と称 して「堀

等整学御証文通 り」として堀氏の制度を踏襲 し,何 らの

不便 ももたらさなかったという。その事でも公の施策が

勝れていたことが分る。長岡と云えば牧野公が殿様と今

でも一般 によく知 られているが,直奇公の業績をよく知

っている人達にとっては,さ ぞ残念なことであろう。

直奇の遺体は公の建立 した上ゞ″曇院↑こ葬られ,生前 ,

親交のあった有名な夫隆籍省帯から法号が贈 られている。

上野駅公園□前に建つ文化会館は凌雲院の跡地で,その

後大円球の墓は昭和30年 に渋谷の長泉寺に移されている。

以上 ,こ の稿を起すに当っては,前述の堀氏から送 ら

れた趣意書,同封の野口政昭氏の解説文,前 に支部会員

の福原平八郎氏 (旧 中26回 )が ら送られた村松藩物語の

歴代藩主 リス トを参考にした。又支部会報
｀
臥龍ケ丘は

緑なり、 2号から4号までに佐藤久氏の郷土史探訪が連

載されているので再読 してみるの も興味ある事と思う。

記述に間違いがあるかも知れぬ,御教示願えれば1幸 いで

ある。

堀直昭氏の住所は ,〒 413-02静 岡県伊東市八幡野

1332-37す いらん荘 6-53 電話 0557-53-3178

(中 27回  東京支部長 佐伯益一)

建
立
予
定
の

『
堀
直
奇
公
立
像
』
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すがなだけ

五泉―村松街道から見た菅名岳 (8月 17日 ,雨 あがりの午後 撮影 )

｀
散  歩 、 高10回 大橋 貞夫

体育の日,張 り切って 5時半に起きる。 7歳 になる我

が家のチャロは,早 くも気配を察 じゴソコソ動 き回 って

いる様子だ。彼の生 きがいは散歩と雌犬,やはり飼い主

に似るのだろうか? さわやかな冷気に秋の気配を感 じ

つつ近 くの河川敷まで出る。

グランドと多摩川の間は一面のススキ原で白い穂が風

にゆ らぐ中 ,黄色の花が所せまく混在 している。アメリ

カからの帰化植物 ,セ イタカアワダチソウと豚草が日本

◎ 7月 17日 ,午後 3時 ,於 ,エ ース高輪

支部大会反省会 ,会報発送作業 ,懇親会出席24名

◎ 8月 4日 ,午後 2時 ,於 ,ツ ルマキ

会報編集会議 ,会則検討 ,出 席 6名

◎10月 23日 ,午後 3時 ,於 ,東京新潟県人会館

1会則審議他 出席19名

◎ 10月 30日 ,午後 2時 ,於 ,ツ ルマキ

編集会議,出席 4名

◎予定 ,12月 中旬 ,会報第16号発送作業 ,終了後 ,望年

会予定 ,会場未定

◎新幹事
たかくさだお

旧中第34回 卒の高久貞夫さんが新 らしく幹事に選ば

れました。 (1023)よ ろしくお願 い致 します。

◎ あけましておめでとうございます。

会報第 16号 をお届けいたします。今回は,た くさん

の記事や寄稿があったため,掲載出来なかったものも

あり,次号にまわさせて頂きました。

尚,旧高女の皆様からの寄稿が少 いようです。何で

のススキ原へ侵攻,激 しい陣取 り合戦を繰 り返 している

のだ。バ、と,日 米貿易戦争を連想 していると、ポケット

ラジオから○銭円高の 105円 ○○銭の円 ドル情報,ス ス

キよ頑張れ″

野球場13,サ ッカー場 2,テニスコー ト3,此処は大

勢のジョギング,散歩姿の人達が集 ってくる。今の時期 ,

確かに肌の露出度が減って夏は終った。秋,冬 ,春 ,夏 ,

私とチ ャロの散歩はまた続 く。

訃  報

大橋 文夫氏  (旧 中19回 ) 7月 15日

茂野 宏一氏  (旧 中24回 ) 7月 16日

村田泰次郎氏  (旧 中14回 ) 8月
伊藤千恵子さん (旧 高女26□ )9月 12日

東京支部では上記の皆様が死去されました.謹 んで

哀障の意を表し,ご 冥福をお祈 りいたします。

も結構です。奮ってお寄せ下さい。寒い正月になりそ

うです。風邪などにお気をつけ下さい。お酒 も程々に。

本年 もどうぞよろしくお願い致 します。

広報部一同

平成 6年 1月   第 16号

発行人 :新潟県立村松高等学校同窓会東京支部

事 務 局

郵便振替

広 報  部

〒 108 東京都港区高輪 2-1-24 開

TEL 03-3445-6501
東 京 2-136445
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